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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 19,005 △0.6 966 △11.3 1,115 △7.3 437 △35.3
22年3月期第2四半期 19,129 2.1 1,089 168.5 1,202 107.0 677 365.1

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 48.92 ―
22年3月期第2四半期 75.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 27,550 9,702 35.2 1,090.07
22年3月期 27,487 9,398 34.2 1,048.72

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  9,700百万円 22年3月期  8,979百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 11.00 19.00
23年3月期 ― 11.00
23年3月期 

（予想）
― 11.00 22.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
業績予想の修正については、本日（平成22年11月５日）発表の「平成23年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,450 △2.7 2,095 7.3 2,370 8.0 1,150 △4.2 128.84



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）P.3「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P. 4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 10,126,800株 22年3月期  10,126,800株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,226,292株 22年3月期  1,165,292株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  8,950,758株 22年3月期2Q  9,019,412株
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１.当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、財政悪化・雇用不安・年金等の将来不安の継続等に、急激な円高

による輸出企業の収益悪化が加わり、消費者の節約傾向は続き、消費需要は低迷致しました。 

当社グループが属する業界も、カー用品業界・ブライダル業界を中心として、厳しい運営を余儀なくされました。 

このような状況の中、当社グループは、「顧客志向」、「創意工夫」、「迅速対応」、「進化挑戦」、「明朗元気」を５つの行動

指針に掲げ、既存事業の強化に邁進致しました。 

カー用品事業につきましては、既存店の売上拡大・売上利益率の向上・販管費の節減に注力致しました。平成 22 年３月

に横浜市の１店舗を閉店したことから前年同四半期比、１店舗少ない 28 店舗で営業しましたが、前年の反動で、ナビｹﾞｰシ

ョン（特にポータブル型）と ETC が大幅にダウンし、減収・減益を余儀なくされました。なお、平成 22 年 10 月オープンの神奈

川県横須賀市の既存１店舗のリロケーションの準備に注力致しました。 

ブライダル事業につきましては、平成 22 年４月に名古屋市に新店を開店したことから前年同四半期比、１店舗多い６店舗

で営業致しました。新店効果で大幅な増収を確保出来ましたが、既存店の受注が、昨年の夏・冬賞与支給水準の低下と競

合店の出店の影響から不振で営業利益段階では、若干の減益を余儀なくされました。なお、新規事業開発を担当させること

を目的として平成 22 年９月 1 日付にて、株式会社アルカンシエルプロデュースを設立致しました。 

建設不動産事業につきましては、前年度下期にかなりの物件を売却したことから賃貸売上が不振で、減収・減益を余儀な

くされました。なお、当年度より持株会社である当社の不動産賃貸損益をその他に移しましたので、セグメント全体としては、

大幅な減収・減益でした。 

レンタル・ゲーム事業につきましては、カー用品事業同様、既存店の売上拡大・売上利益率の向上・販管費の節減に注力

致しました。前年同四半期比、２店舗多い 22 店舗で営業しましたが、レンタル部門は、ヒット商品不足と競合店の出店により、

ゲーム部門も、ヒット商品に恵まれず、大幅な減収・減益を余儀なくされました。 

その他につきましては、コンピュータソフト部門は、増収・増益、飲食部門は、減収・増益でした。なお、当年度より持株会

社である当社の賃貸不動産損益を建設不動産事業より、また、当社の業務委託料損益を消去又は全社 より、それぞれ、そ

の他に移しましたので、その他全体としては、大幅な増収・増益でした。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、19,005 百万円と前年同四半期比 0.6％の減収を余儀なくされました。

経常利益は、カー用品事業の減益額が大きく、1,115 百万円と前年同四半期比 7.3％の減益を余儀なくされました。四半期

純利益は、上記経常利益の減益及び「資産除去債務に関する会計基準」の適用により賃借物件の原状回復義務に係わる

費用（過年度分）274 百万円を特別損失に計上したことから、437 百万円と同四半期比 35.3％の大幅な減益となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、27,550 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 62 百万円の増加とな

りました。その主な要因は、前年度下期に急減した建設不動産事業の販売用不動産を増加させたこと及び「資産除去債務

に関する会計基準」の適用により建物除却費用を資産計上したことから棚卸資産・有形固定資産は増加しましたが、適正水

準の見地から、現預金を減少させたことによるものです。なお、純資産は、9,702 百万円となり、前連結会計年度末に比べ、

304 百万円の増加となりました。自己資本比率は、35.2％と前連結会計年度末に比べ、1.0 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇致しました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、630 百万円の増加（前年同四半期は 2,227 百万円の増加）となりました。これは主と

して税金等調整前四半期（当期）純利益・減価償却費・過年度資産除去費用・前受金の増加等の増加要因が法人税等の支

払額・棚卸資産の増加等の減少要因を上回ったことによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、329 百万円の減少（前年同四半期は 530 百万円の減少）となりました。これは主とし

て有形固定資産の取得による支出によるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、832 百万円の減少（前年同四半期は 2,474 百万円の減少）となりました。これは主と

して長期借入金の返済による支出によるものです。 

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 531 百万円減少し、

1,707 百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

わが国経済は、上記将来不安の深刻化・円高の影響等で、より厳しい状況を余儀なくされるものと思われます。 

当社グループを取り巻く経済環境も同様と思われます。このような状況のもとで、当社グループは、カー用品事業では、既

存店舗の質の向上・収益の向上、既存店舗のリロケーションに注力し、ブライダル事業では、前記新店の収益確保と既存店

の受注確保に注力し、建設不動産事業では、慎重なスタンスのもとで、売買時期を見定め、相応の売上・利益確保に注力し、

レンタル・ゲーム事業では、既存店の収益向上・販管費の効率化に注力し、その他のコンピュータソフト部門では、受注確保、

飲食部門では、既存店の収益の向上に注力し、適正な利益の確保・販管費のきめ細やかな管理・人材育成・お客様に満足

していただけるサービスの向上を推進していく所存です。 

これにより、通期の売上高は、38,450 百万円、営業利益は、2,095 百万円、経常利益は、2,370 百万円、当期純利益は、

1,150 百万円を見込んでおります。 

上記の通期予想は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年 5 月 14 日付当社「平成 22 年３月期決算短信」にて発表

致しました通期予想を修正致しております。詳しくは、本日（平成 22 年 11 月５日）発表の「平成 23 年３月期通期業績予想の

修正に関するお知らせ」を御参照ください。 
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

・棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味

売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用する資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定しておりま

す。 

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法により算定しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

・税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税

調整額等は法人税等に含めて表示しております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理の原則・手続の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３月 31 日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用してお

ります。これにより、営業利益、経常利益は、それぞれ 27,275 千円減少しており、税金等調整前四半期純利益は、

302,265 千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 787,200 千円でありま

す。 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 20 年 12 月 26 日）、「連

結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の

一部改正」（企業会計基準第 23 号 平成 20 年 12 月 26 日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第 7 号 平

成 20 年 12 月 26 日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20 年 12 年 26 日公表分）及び「企業

結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 平成 20 年 12 月 26 日）

を適用しております。 

 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,907,205 2,438,946

売掛金 982,152 1,081,397

たな卸資産 6,669,675 5,978,666

繰延税金資産 466,478 466,478

その他 742,181 835,009

貸倒引当金 △7,401 △4,489

流動資産合計 10,760,292 10,796,009

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,220,297 8,123,265

土地 2,545,550 2,545,550

リース資産（純額） 271,292 256,708

その他（純額） 603,642 411,296

有形固定資産合計 11,640,783 11,336,822

無形固定資産   

のれん 26,790 32,148

その他 65,031 54,830

無形固定資産合計 91,821 86,978

投資その他の資産   

投資有価証券 219,036 328,082

長期貸付金 304,298 316,084

長期前払費用 337,840 360,214

差入保証金 3,389,798 3,412,161

繰延税金資産 633,644 640,088

その他 198,010 236,296

貸倒引当金 △24,827 △24,756

投資その他の資産合計 5,057,802 5,268,170

固定資産合計 16,790,407 16,691,971

資産合計 27,550,699 27,487,981
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,566,433 1,530,744

短期借入金 5,384,408 5,281,777

未払法人税等 356,012 839,427

未払消費税等 163,139 197,388

未成工事受入金 43,990 2,685

賞与引当金 473,669 444,342

役員賞与引当金 28,000 83,500

ポイント引当金 174,013 151,776

その他 2,871,042 2,656,877

流動負債合計 11,060,708 11,188,518

固定負債   

長期借入金 4,041,104 4,805,257

長期預り保証金 1,260,009 1,396,049

退職給付引当金 263,956 258,994

負ののれん 35,107 41,489

資産除去債務 812,146 －

その他 375,453 399,573

固定負債合計 6,787,777 6,901,363

負債合計 17,848,486 18,089,882

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,314,100 1,314,100

資本剰余金 1,824,791 1,824,791

利益剰余金 7,214,168 6,874,918

自己株式 △652,782 △623,469

株主資本合計 9,700,276 9,390,340

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,936 7,758

評価・換算差額等合計 1,936 7,758

純資産合計 9,702,213 9,398,098

負債純資産合計 27,550,699 27,487,981
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 19,129,590 19,005,306

売上原価 11,247,380 11,059,233

売上総利益 7,882,209 7,946,072

販売費及び一般管理費 6,792,567 6,979,563

営業利益 1,089,641 966,509

営業外収益   

受取利息及び配当金 11,493 12,705

受取手数料 81,230 88,138

受取家賃 25,476 46,761

その他 125,526 96,979

営業外収益合計 243,726 244,584

営業外費用   

支払利息 105,277 69,975

その他 25,245 25,578

営業外費用合計 130,523 95,553

経常利益 1,202,845 1,115,540

特別利益   

貸倒引当金戻入額 9,161 －

退職給付制度改定益 13,197 －

受取和解金 － 5,756

国庫補助金 － 3,757

その他 7,782 －

特別利益合計 30,140 9,514

特別損失   

固定資産除却損 7,578 24,661

固定資産売却損 123 －

店舗閉鎖損失 10,837 20,000

投資有価証券売却損 1,120 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 274,990

その他 3,085 7,997

特別損失合計 22,746 327,649

税金等調整前四半期純利益 1,210,239 797,405

法人税等 533,103 359,579

少数株主損益調整前四半期純利益 － 437,826

四半期純利益 677,135 437,826
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,210,239 797,405

減価償却費 490,651 588,282

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 274,990

引当金の増減額（△は減少） 56,515 4,009

受取利息及び受取配当金 △11,493 △12,705

支払利息 105,277 69,975

売上債権の増減額（△は増加） 144,960 99,244

たな卸資産の増減額（△は増加） 339,590 △691,008

仕入債務の増減額（△は減少） △20,416 35,689

その他 350,427 361,391

小計 2,665,752 1,527,274

利息及び配当金の受取額 7,282 7,068

利息の支払額 △104,633 △68,947

法人税等の支払額 △341,089 △834,607

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,227,310 630,788

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △595,013 △570,000

有形固定資産の売却による収入 571 84,439

投資有価証券の取得による支出 △1,841 △2,154

投資有価証券の売却による収入 12,275 101,318

貸付金の回収による収入 6,133 11,657

長期前払費用の取得による支出 △16,655 △309

差入保証金の差入による支出 △20,059 △44,004

差入保証金の回収による収入 100,428 57,650

定期預金の預入による支出 － △200,000

定期預金の払戻による収入 － 200,000

その他 △16,813 31,631

投資活動によるキャッシュ・フロー △530,975 △329,771

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,848,084 734,040

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

長期借入れによる収入 418,000 －

長期借入金の返済による支出 △934,692 △1,395,562

配当金の支払額 △63,173 △98,576

その他 △36,161 △62,659

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,474,110 △832,757

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △777,775 △531,741

現金及び現金同等物の期首残高 2,754,366 2,238,946

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,976,590 1,707,205
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　（4）継続企業の前提に関する注記

　　　　　該当事項はありません。

　（5）セグメント情報

　【事業の種類別セグメント情報】

　　　　　　前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　【セグメント情報】

　１．報告セグメントの概要　

　　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

　源の配分に関する意思決定を行い、かつ、業績評価をするために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

　　当社の事業区分は、当社の内部管理上採用している区分をベースに、オートバックス商品の販売を行う「カー用品事業」、結婚式

　の請負を行う「ブライダル事業」、建設工事・戸建住宅建設販売を行う「建設不動産事業」、ビデオレンタル・ゲームソフト販売を行う

　「レンタル・ゲーム事業」を報告セグメントとしております。

　２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産 レンタル・
事業 事業 事業 ゲーム事業

 売上高
　外部顧客への売上高 9,408,520 6,059,762 1,588,273 1,571,957 18,628,513 376,792 19,005,306 　― 19,005,306

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

計 9,409,136 6,059,770 1,740,089 1,571,957 18,780,953 1,113,137 19,894,090 △ 888,784 19,005,306

　　セグメント利益 157,673 537,665 138,861 △ 2,047 832,152 109,938 942,090 24,418 966,509

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンピュータソフト事業、飲食事業

　　及び経理・総務代行業務等を含んでおります。　

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　　該当事項はありません。

　（追加情報）

　　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27日）及び「

　セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。

　（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　　　該当事項はありません。

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3

（単位：千円）

計

△ 888,784

その他
(注)1

152,440 736,344 　―

合計
調整額
(注)2

888,784615 7 151,816 　―

カー用品 ブライダル 建設不動産 レンタル・ その他の 消去又は
事業 事業 事業 ゲーム事業 事業 全社

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

　　売上高

　(1)外部顧客に対する売上高 9,888,220 5,506,189 1,657,924 1,724,541 352,714 19,129,590 　― 19,129,590
　(2) セグメント間の内部

　　　 売上高又は振替高

計 9,892,015 5,506,189 2,200,794 1,724,541 368,395 19,691,935 △ 562,345 19,129,590

　　営業費用 9,632,069 4,946,617 1,959,050 1,682,122 359,158 18,579,019 △ 539,070 18,039,948

　　営業利益 259,945 559,572 241,743 42,418 9,236 1,112,916 △ 23,274 1,089,641

計 連結

3,794 　― 542,869 　― 15,680 562,345 △ 562,345 　―
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